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研 究 会・シンポジウム報告 
 
2017 年 7 月 18 日（火） 夏季実態調査 事前勉強会報告 
テーマ： 北海道の産業化と北前船主 
報告者： 中西 聡（慶應義塾大学経済学部教授） 
司 会： 恒木 健太郎（本研究所所員） 
時 間： 15:00-17:00 
場 所： 社会科学研究所会議室 
参加者数：16 名 
報告内容概略： 
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2017 年 7 月 29 日（土） 定例研究会報告 
テーマ： 「新常態における中国の環境政策の展開」 
報告者： 何 彦旻（京都大学 経済研究所 研究員） 
     金 紅実（龍谷大学 政策学部 准教授） 
コメント：町田俊彦参与 （専修大学名誉教授） 
時 間： 13:00—17:00 
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2017 年 8 月 10 日（木） 公開シンポジウム報告 
テーマ： 「中国の新常態はどこに向かうのか -日本の経験から鑑みて」 
報告者： 宮嵜晃臣所長（本学経済学部教授） 
     孙文远（南京審計大学 経済与貿易学院院長 教授） 
     刘玉 （南京審計大学 経済与貿易学院 准教授） 
     陈怡 （南京審計大学 経済与貿易学院 准教授） 
コメント：佐藤一光（内閣府） 
     大橋英夫所員（本学経済学部教授） 
     柴田弘捷研究参与（専修大学名誉教授） 
時 間： 10:00-16:00 
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2017 年 8 月 24 日（木） 定例研究会報告 
テーマ： 中国における家庭内暴力の法規制 
報告者： 張光雲氏 （四川師範大学法学院 教授） 
その他： コメンテーター：李 栄氏  (四川師範大学法学院 教授) 
時 間： 13:00-15:00 
場 所： 社会科学研究所会議室 
参加者数：5 名 
報告内容概略： 








 しかしながら一方で、刑法上の量刑の矛盾(DV 死は虐待致死罪で最高 7 年の懲役／DV
反撃殺傷は傷害致死罪で最高死刑など)や量刑の地域差が顕著であることなど、多くの問題
が報告され、そのもとには、判例の蓄積や裁判官の流動性がない実情が指摘された。 
記：専修大学人間科学部・大矢根淳 
 
